
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      

参加者数：延 38 人  場所：e‐とぴあかがわ  

初級講座では、7 割強の方が理解できたという感想

だったが、中級講座では 3 割に減ったので、基本をしっ

かり理解することが大事である。 

（参加者の感想） 

「便利な機能を知ることができ、 

楽しく勉強できた。託児付きで 

ゆっくり話ができ、良かった」 

「継続して習いたいと思った」 
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参加者数：29 人  場所：学習研修室 3 

 

蒸し暑い中、登録団体代表者の方々が多数参加して 

下さった。6 月末の参画週間のパネル展に協力して下 

さった登録団体が 28 団体。市民にアンケートを実施し、 

（回答数 74 人）その感想を皆さんにも見てもらった。 

その後、各団体の代表者に 1 人 2 分間で活動の内容や 

PR をしてもらい、交流の時間とした。 

（参加者の感想） 

「参画週間アンケート、とても参考になりました。丁寧に 

まとめてくださって、ありがとうございます。各団体の 

ことを知ることができる交流会、参加できて良かったです」 

 

◆8月 4日（日）  13：30～15：30 

場 所：参画センター 相談室 

参加費：無料   託児：あり（要予約） 

 

◆8月 8日（木)  10：00～12：00 

場 所：参画センター 学習研修室 1  

参加費：無料    託児：あり（要予約） 
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することは難しい現実があると言わざるを得ません。男女の

意識改革、保育所の整備、育休制度の普及など女性が働き

やすい環境を作っていくことが急がれます。 

 また、日本の分野別順位を見てみると、健康 41位、教育 65

位、経済 117位、政治 125位となっており、政治分野がかなり

遅れています。教育は 65 位ですが、高等教育機関への女性

の進学率は 103 位と意外と低いのです。多くの先進諸国、北

欧もアメリカもヨーロッパでも、男性より女性の方が上回って

いるので、女性の社会進出ができるのです。また、経済 117

位と低く、中でも、管理職女性比率 129 位と低迷しているの

で、管理職登用ポジティブ・アクションの導入をしていく。女性

が活躍する企業ほど、労働生産性が高く将来性があるという

実績もあります。日本はこれから人口が減ってくるので、やは

り、人材として女性が活躍できる環境にこれから整えることが 

必要です。日本も 

新しい時代、令和 

になりましたので、 

男女共同参画社会 

の形成を推し進めて 

いきましょう。 

 

（資料：内閣府男女共同参画局、NHK解説委員室） 

 

◆8月 17日（土） 13：30～15：30 

場 所：参画センター 相談室 

参加費：無料     

 

 

 

 

 

★2019 高松市男女共同参画市民フェスティバル日程  

  11月 23日（土・祝）～12月 8日（日） 

★ワークショップ・パネル展の企画を募集 

しています。期限は、8月 22日（木）まで。 

★次回の予定 

  ・第 2回実行委員会  8月 31日（土） 10：00～ 

 

 平成9年に、男女共同参画審議会設置法が成立し、平

成 11 年には、男女共同参画社会基本法が通常国会で成

立しました。この法律は、日本は、国も地方公共団体も国

民も男女共同参画社会の形成を目指していくという宣言法

です。中学生も今、公民でこれを学んでいます。 

 平成 13年には、配偶者暴力法が施行され、平成 17年に

は、2020 年までにあらゆる分野の指導的地位に占める女

性比率を 30％にする目標を盛り込んでいます。平成 27 年

には、女性活躍推進法が成立。これは、男女共同参画社

会基本法の基本理念が基になっています。平成 30 年、政

治分野における男女共同参画推進法が議員立法で成立。

平成の間に、男女共同参画社会の形成に向けて、様々な

法制度が整えられてきたのです。 

 しかし、世界的に見ると、世界ジェンダーギャップ指数

は、平成 18 年に 115 ヶ国中 80 位。平成 30 年は 110 位で

した。法制度が整ってきたのに、なぜ男女共同参画が進ま

ないのか。日本では、まだまだ性別役割分担の意識が残

っている中で、女性が家事育児をしながら長時間労働を 

        

 

参加者数：12 人  場所：学習研修室 2 

 手話サークルひびきが講師となり、”災害”時の

聴覚障害者への手話を習った。周りに聞こえない

人だと気づいた時には、手話や筆談、身振り手振

り等で伝えることが大事だ 

と教わった。 

（参加者の感想） 

「いざという時のためにシュ 

ミレーションしておくことは 

大事。参加して良かった」 

 

 

 

 

  

 

⑥ 保護者等の外出の場合の援助     523 件 

⑦ 保護者等の短時間・臨時的就労の場合の援助                                                    

                        453 件 

利用内容は、比較的、幼児や児童の隙間時間の

援助が多いようです。 

託児をサポートする側の「まかせて会員養成講座」

は、年に 3 回開催されています。次回は 11 月、その

次は 2月に開催予定。15講座、24時間講習です。座

学だけでなく、和気あいあいという実技もありますの

で、興味のある方は受講してみませんか。 

＜のりべんライブ＞ 8 月 10 日（土）10：00～11：30 

親子で遊べる体操。ふれあい遊び、読み聞かせ等。 

高松ミライエ６F、無料、先着 50名、締め切り 8月 2日 

託児：無料、先着 10人、要予約 お早めに！ 

たかまつファミリー・サポート・センター 

高松市松島町 1－15－1 たかまつミライエ 3F 

TEL／087－833－2226   

 

「パネル展のアンケートを取っていただき、見てくださ

った方の反応がわかってありがたかったです。これか

らも工夫して、うまく情報発信していきたいと思いま

す」「各団体の活動について理解が深まりました」 

「各団体からの報告がたいへんよくわかりました」 

 

 

 たかまつファミリー・サポート・センターは、今年設

立 12 年になりました。ファミサポ利用を検討中の方

は、「ファミサポ説明会」がありますので、活動紹介

DVD を視聴し、利用している会員さんのお話を聞い

てみませんか。次回は 10 月 27 日（日） 

10：00～11：00、入会登録が 11：00～12：00です。 

また、たかまつファミリー・サポート・センターの平

成 30 年度 4 月 30 日までの活動状況ですが、”おね

がい会員”が 1,877 人、”まかせて会員”が 578 人、”

どっちも会員”が 116 人に増えました。 

 では、これまでの援助件数 8,181 件のうち、どういう

内容なのか、ベスト７を見てみましょう。 

① 子どもの習い事などの場合の援助 1,828 件 

② 保育施設までの迎え          1,636 件 

③ 放課後児童クラブの迎え       1,425 件 

④ 放課後児童クラブ終了後の預かり   656 件 

⑤ 保育施設の保育終了後の預かり    632 件 

 

 

 

 

 

「リズム楽器を通してコミュニケーション」 

楽器をコミュニケーションツールにして 

自分を表現してみましょう♪ 

◆9月 29日（日) ・10月 12日（土） 

 どちらも 10：00～11：30 

講師：児玉令江子さん（音楽療法士） 

場 所：参画センター1・2・3   参加費：無料     

参加者：親子・祖父母と孫・大人・子ども 

託児：あり、無料（1週間前までに要予約） 

 
 

 

 

 

  

 

 

 

 

http://www.nhk.or.jp/kaisetsu-blog/image/s190416_014.jpg

